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CONFIDENTIAL

マーケットドライブの技術課題

の検討活動について

2022年6月6日

ＰＤエアロスペース株式会社

一般社団法人宇宙旅客輸送推進協議会

第３回シンポジウム



CONFIDENTIAL技術検討要請仕様：PKG-2 インプットパッケージ
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①

②

③

④

5,000万円

100億円

50億円

(150万円)

2022年 2045年



CONFIDENTIAL検討の進め方・結果サマリ
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4) Overallの輸送量／旅客数を「実施国シェア」(想定)にて配分

「１つの宇宙港」単位へ落とし込み

⇒ ★ 29.4FL/(day・宇宙港)

1) システムの実施形態の最適判定を点数化。２段階にて選定

⇒ ★システム形態：D （SSTO+Tranfet Vehicle)

3) 技術成熟度(TRL)に、事業化を加えた「技術難易度(TDL)」を設定

⇒ ★現状との差⊿で「実施難易度」を数値化

⇒ ★難易度：高 ＝資金投入が必要な項目

2) システムを、航空機のATA100に対応。

⇒ ★開発要素をシステム／構成要素単位に分割

5) PDASの事業計画に、文科省の目標を重ね合わせ。

⇒ ★サブオビ機から発展する実施スケジュールを提案



CONFIDENTIALa) シナリオ検討
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・離着陸形態を基に、A～E 計５種のシステム形態を想定した。

・①～④の対象４市場に対して、１つのシステム形態を適用させる想定。

・機体キャパシティは、一部独自の値を設定。（機体の共通化を図る為）



CONFIDENTIALRef) 宇宙旅行事業実施にかかる検討項目一覧
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CONFIDENTIALa) システム形態の選定 (絞り込み)
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・対象４テーマに対し、「主要検討項目」へと細分化。期待方向(高低、多少、難易)を設定。

・「形態 A」 をDATUMに設定。対比較し、各項目に素点 1-9 を振った後、項目総点27で整理。

・システム形態 E が、ベストであるとの判定。（目指すべき形態）

宇宙旅行事業検討項目
10テーマより４テーマ絞込

Sプレーン : Spaceplane

SSTO : Single Stage To Orbit

TV : Transfer Vehicle

SSTM : Single Stage To Moon/Mars



CONFIDENTIALシステム形態検討補正
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システム形態 E が、ベストであるとの判定。（目指すべき形態） としたが、、、

システム形態 D

= SSTO

+ Transfer Vehicle

・現時点からの技術レベル（技術課題）

・形態効果の最大化 ※2040年頃の対象を考慮

・既存技術／産業への配慮

などの観点から、先ず目指すべきは、システム形態 D が妥当であると判断する。

SSTO開発に、開発

の主要ポイントを置く
ことを提案。



CONFIDENTIALb) 機体技術検討：仕様検討 【考え方／前提】
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・機体システムの構成要素単位で、「主要検討項目」の要求仕様/目標値を設定する。

・機体システムの構成要素は、ATA 100を用いる。主要対象を絞り込む。

・現在の技術レベルと目標技術レベルの差を定量化する。TRL、TDLを用いる。
機体システムの構成要素 ATA100 （★22/全73)

主要検討項目／要求項目／物理要素

A
T
A

1
0

0

目標の性能値



CONFIDENTIALb) 機体技術検討：仕様検討（項目別の要求値）
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現状の性能値

現状TRL

➂を実用化す
るに当たっての
現状技術レベ
ル

③現状

④

③

②

①

目標の性能値

目標TDL

目標の性能値

現状の性能値



CONFIDENTIALb) 機体技術検討：技術要求⊿
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⊿５以上：
時間軸での技術向上レベル

黄色

⊿８以上：
強力な技術向上が必要

／Moon shot級

橙色

⊿１１以上：
超強力な技術向上が必要

／Galaxy shot級

赤色

技術要求⊿ = 目標TDL - 現状TRL



CONFIDENTIAL実施能力と宇宙港のキャパシティ検討

11

【宇宙港の役割】

①全世界マーケットを実施能力国で
シェアを分割

②宇宙港の役割を設定

③国内の宇宙港で、実施数を分割

【国内宇宙港数】

運用 ３港

※開発宇宙港を除く



CONFIDENTIALb) 運航イメージ
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日本シェア：２５%、国内３宇宙港を想定した１宇宙港当たりの
運航／離発着イメージ （2045年時）



CONFIDENTIALc) 実施計画
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Type A

Type B

①②④

③

③

(6名⇒ 70名化)

商用運航

大型化

ｻﾌﾞｽｹｰﾙ

ｻﾌﾞｽｹｰﾙ

有人機開発 PDAS-X08, PEGASUS

システム検討(①)

設計

（ｼﾞｪｯﾄ/ﾛｹｯﾄ切替ｴﾝｼﾞﾝ）

実証機②④

実証機①

民間主導開発

（政府支援を含む）

政府主導開発

(民間連携）
月軌道投入船 (TV) 

（ｼﾞｪｯﾄ/ﾛｹｯﾄ切替ｴﾝｼﾞﾝ）

政府資金投入

無人機開発 PDAS-X06, X07

TV : Transfer Vehicle 

①：軌道間(月)

②：オービタル

③：サブオービタル

④：P2P



CONFIDENTIAL

14ＰＤエアロスペース株式会社

Be a wing for Space

～ 宇宙への翼 ～


